
障がい福祉計画策定に係るアンケート調査票への委員からの意見と回答 

 

２名の委員から下記のとおりご意見が寄せられています。 

 

福祉に関するアンケート調査（障がい児・者対象）について 

意見【委員１】 

 問 24「サポートファイルの見本は○○に展示されています。」などの言葉を加えた方

が丁寧ではないか。 

市の考え方 

 ご意見のとおり、欄外に「サポートファイルは市のホームページで閲覧できます。」

との案内を追加しました。 

 

 

意見【委員２】 

 新型コロナウイルス感染症により困ったことや現在も困っていることなどを問う設

問があってもいいのではないか。 

市の考え方 

 ご意見のとおり、問56で「昨今の新型コロナウイルスの流行に伴い、困った経験な

どはありますか？何かありましたら、ご記入ください。」と自由記入の設問を追加し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



市民意識調査（一般市民対象）について 

意見【委員１】 

 ふりがなの表記が必要ではないか。 

市の考え方 

 ルビを振ることで読みやすくなる反面、文字数が増えることによる回答者に与える

調査票のイメージダウン、圧迫感、さらには視覚的に読みづらく感じる方もいると

のご意見もあります。 

その分、より平易で、分かりやすい表現、読みづらい漢字等は使用しないことに配

慮して作成しておりますことから、現行のままとさせて頂きたいと思います。 

 

意見【委員１】 

 問 9の回答選択肢5「障がい児・者に対して支援や活動はしたくない」とあるが、そ

の理由も聞いてみたい。 

市の考え方 

 問 8に「あなたは、障がい児・者と気軽に話したり、手助けしたことがありますか。」 

付問 2「ない、と答えた方にお聞きします。それはどのような気持ちからでしょう

か。」との設問を用意しており、障がい児・者へのイメージや印象を問う設問として

は網羅されていると考えることから、問９につきましては、現行のままとさせて頂

きたいと思います。 

 

意見【委員１】 

 問 24「あなたは、地震等の災害があったとき、近所に住む障がいのある人の手助け

をしたいと思いますか。」との設問に対する回答の選択肢をもう少し増やした方がい

いのではないか。 

例えば、「市へ連絡を取ることならできる。」「避難所へ送迎の手伝いならできる。」 

「避難所での話し相手やサポートならできる。」「障がいのある方の家族のサポート

ならできる。」など。 

市の考え方 

 問 24と問 25 については、災害時における障がい者への手助けの意識を啓発する設

問として今回の調査から新しく追加しました。 

ご意見のとおり、問 24で「可能な範囲で手助けしたい」と答えた人に付問「あなた

は、どんな手助けをしたいと思いますか。」と新たに設問を追加し、自由に記入して

もらうこととしました。 

 

 


